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私自身、転職・起業を繰り返す中でとても参考になった書籍があります。 

それは「金持ち父さんと貧乏父さん」です。 

 

「金持ち父さん貧乏父さん」（原題：Rich Dad Poor Dad）は、ロバート・キヨサキ著のベ

ストセラー書籍であり、個人の財務教育と投資に関する重要な教訓を提供していま

す。 

 

この本は、キヨサキ氏自身の人生経験と 2人の父親から学んだ対照的な教えを基に

しています。 

 

私にとって多くの気づきを得ることができた一冊です。この著書のポイントをまとめま

した。参考になればと思いプレゼントさせていただきます。 

 

「金持ち父さんと貧乏父さ」の概要 

キヨサキ氏は、2人の「父さん」から財務に関する異なる教えを受けました。一人は実

の父親（貧乏父さん）で、公務員として働き、伝統的な教育とキャリアの道を歩んだ人

です。 

もう一人は友人の父親（金持ち父さん）で、ビジネスマンとして成功し、独自の財務哲

学を持っていました。「金持ち父さん貧乏父さん」述べられている教えを、各章の内容

を具体的に適用できると思います。参考にしていただければと思います。 

 

序章 

教え：成功するためには、異なる財務哲学を学び、それを実践することが重要です。

起業家は、成功者の考え方を取り入れ、自身のビジネスに適用することで成功を収

めることができます。 

第 1章: 金持ちはお金のために働かない 



教え：お金のために働くのではなく、お金を働かせる方法を学びましょう。起業家は、

ビジネスを通じて収入を生む仕組みを作ることが重要です。例えば、自動化された収

入源を構築することを目指しましょう。 

第 2章: なぜ財務リテラシーを教えるのか 

教え：財務リテラシーを高めることは、起業家にとって不可欠です。資産と負債の違い

を理解し、資産を積極的に増やすことで、ビジネスの安定性を確保します。財務状況

を常に把握し、賢い投資判断を下しましょう。 

第 3章: 自分のビジネスに集中しなさい 

教え：他人のビジネスではなく、自分のビジネスに焦点を当てましょう。起業家は、自

分自身のブランドを築き上げ、事業の成長に専念する必要があります。パートタイム

で他人のために働くのではなく、自分の事業に全力を注ぎましょう。 

第 4章: 税金の歴史と法人の力 

教え：法人を設立し、税制のメリットを最大限に活用しましょう。法人は、税金を最小限

に抑え、資産保護を強化するための有力なツールです。起業家は、税務戦略を理解

し、適切な税務プランニングを行いましょう。 

第 5章: 金持ちはお金を発明する 

教え：他の人が見逃すような投資機会を見つける能力を身につけましょう。市場を調

査し、独自のビジネスチャンスを見つけ出すことが成功への鍵です。リスクを取ること

を恐れず、革新的なアイデアを追求しましょう。 

第 6章: 学ぶために働け、お金のために働くな 

教え：金銭的報酬よりも学びの機会を優先しましょう。起業家は、様々なスキルを身に

つけるために、異なる業務やプロジェクトに取り組むことが重要です。長期的な視点

でスキルを習得し、ビジネスに活かしましょう。 

第 7章: 障害を克服する 

教え：恐怖や悲観主義、怠惰、悪い習慣、傲慢といった障害を克服することが重要で

す。これらの障害は、成功への道を妨げる要因となります。ポジティブなマインドセット

を持ち、自分自身を信じて行動しましょう。 



第 8章: 始めるためのステップ 

教え：具体的な行動計画を立て、小さなステップから始めましょう。起業家は、目標を

設定し、その達成に向けた段階的な計画を立てることが重要です。毎日の努力が大

きな成果につながります。 

第 9章: さらに進むためのアクションプラン 

教え：継続的な成長と学びを追求しましょう。起業家は、新しい知識を取り入れ、自分

自身を常にアップデートすることで、ビジネスの成功を維持します。ネットワーキング

や自己投資を怠らず、常に前進する姿勢を持ちましょう。 

 

 

これらの教えを実践することで、起業家は成功への道を築き、持続可能なビジネスを

運営することができます。 

また、転職を考えられている方にとっては、経営者はどのようなことを考え経営してい

るのかヒントになると考えます。 

最後まで読んでいただきありがとうございます。 

もしよろしければご感想などお寄せ下されば嬉しいです。 

 

よろしかったらこちらからどうぞ 「金持ち父さん貧乏父さん」ロバート・キヨサキ著 

 

https://amzn.to/3xGevTo

